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【経常費用内訳】

市税等投入額 92,460,000
92.0 % )（市税等依存率　 入館者1人あたり市税等投入額 1,460

平成 22 年度　行政コスト計算書

入館者1人あたりのコスト 1,588

* 人口はH22年度末住民基本台帳による。

市民1人あたりコスト 1,173

平成 22年度　コスト指標 
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経常業務収益合計　(Ｂ)

施 設 の 概 要

　行田市の歴史的なうつり変わりを明らかにする文化遺産を収集・保管して後世に伝えるとともに、調査研究し、展示を
通して市民の学習に資する活動を行い、市民の教育・学術・文化の向上に寄与することを目的として設立されました。
　常設展示では、行田市の歴史の三つの大きな特色（①埼玉古墳群に代表される古代の歴史と文化、②忍城の城下
町としての歴史と文化、③明治時代以降行田の基幹産業であった足袋づくり）を四つのコーナーで紹介しています。ま
た、一般・市民の方にも親しみやすい博物館を目指し、学校との連携事業や子ども向け体験学習イベント、ボランティア
参加型事業「鎧を着よう」等も実施しています。
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施　設　名

施設全体のコスト 市民1人あたり市税等投入額 1,079100,528,000

行田市本丸17番23号

昭和63年2月17日
行田市郷土博物館

所在地

開設年月日

(単位：円)
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